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簿

町の人口
（44年8月末現在）

人　口　2．7．1・20
男　13，490
女　14，130

世帯数　7，463
前月との比較

人口　＋63　世帯＋17

9月20。（1969）

ｍ Ｎｏ．255車

毎月1回各家庭に配布
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たばこは町内で
「たばこ」は町内で買ってください

「たばこ」1本の税金は57銭で1箱（20本入

り）ですと、11円40銭が町の収入になります
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選
挙
人
名
簿
登
録

制
度
が
か
わ
り
ま
し
た

醜
誓
縞
担
壷
醐
一
禁
甑
鮮
報
絹
諒
璃
鮮
欝
錮
欝
抽
絹
捕
縛
【
掴
開
成

代
、
緒
方
金
光
、
緒
方
ナ
ミ
子
、
緒
方

美
代
子
、
緒
方
健
治
、
河
田
俊
男
、
機

選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
方
法
が
改
正
さ
れ
て
、
迦
挙
人
名
簿
は
住
民
基
本
台

帳
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
あ
な
壌
住
民
基
本
台
僧

記
録
さ
れ
て
お
れ
ば
、
住
所
を
他
の
市
町
村
に
移
す
な
ど
異
動
が
な
い
限
潔

だ
ま
っ
て
い
て
も
遍
革
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
”

し
か
し
、
た
と
え
水
巻
町
に
居
住
し
て
い
て
も
、
住
民
基
査
口
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
な
い
限
り
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
3
ケ
月
の
起
算
日
は
住
民
基
太
ム
巌
に
登
録
の
手
続
き
を
し
た
日

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
の
で
、
異
動
し
た
と
き
は
盲
も
早
く
手
続
き
を
し
＼

原
誠
、
松
本
弘
洋
、
山
内
重
「
山
内
池
文
子
、
【
頃
末
】
岩
下
繁
夫
、
岩
下
子
、
加
納
美
津
子
、
松
元
淳
二
徳
山
児
玉
照
美
、
野
村
隆
、
野
村
政
四
顛
　
敷
治
義
、
機
敷
テ
ル
子
、
【
摘
松
区
】

由
美
子
、
田
中
辰
視
、
安
立
ヒ
サ
、
山
け
い
子
、
森
キ
ヨ
ミ
、
中
山
豊
、
日
限
知
恵
子
、
徳
山
美
津
枝
、
肯
野
ミ
ノ
黒
崎
美
智
子
、
黒
崎
洋
子
、
黒
崎
ス
ミ
宮
原
律
子
、
宮
原
明
、
宮
原
真
弓
、
神

口
信
行
、
山
口
真
理
子
、
【
吉
田
二
】
　
鉄
夫
、
日
限
ス
、
ぺ
エ
ヽ
日
限
務
、
下
山
エ
、
木
下
繁
、
日
和
佐
教
司
、
徳
永
則
子
へ
樋
口
ナ
、
、
、
子
、
浜
本
文
子
、
浜
本
谷
重
音
、
神
谷
健
二
、
小
川
渉
、
石
松

原
孝
音
、
井
ヒ
フ
ミ
、
山
田
よ
し
え
、
和
代
、
井
上
雄
子
、
橋
本
ミ
サ
オ
、
近
子
、
岡
村
勉
、
戸
上
正
男
、
大
野
礼
裕
可
、
副
島
政
代
、
副
島
好
、
藤
島
芳
知
江
、
田
中
ミ
サ
エ
、
田
中
美
保
、
田

村
上
正
人
、
宋
継
美
佐
子
、
宋
触
隆
、
藤
俊
子
、
山
本
率
拾
、
谷
口
邦
夫
、
永
子
、
大
野
昌
人
、
川
辺
豊
治
、
有
常
和
美
、
古
川
俊
治
、
中
西
ト
ミ
エ
、
井
上
中
千
春
、
田
中
広
美
、
山
下
小
百
合
、

末
継
勇
治
、
中
島
正
覚
、
中
田
孝
子
、
淵
清
八
、
竹
永
陽
子
、
宮
崎
関
連
、
田
広
【
猪
熊
】
米
同
率
子
、
茂
田
テ
ル

中
川
キ
ク
ノ
、
伊
藤
勝
率
、
岡
田
車
庫
久
子
、
瀬
尾
は
つ
き
、
本
田
泰
子
、
子
、
原
田
保
美
、
金
子
明
人
、
南
孝

一
、
岡
田
美
代
子
、
未
峰
ま
す
み
、
桑
山
大
川
生
代
美
、
四
角
目
マ
チ
エ
、
三
勝
明
、
南
洋
子
、
南
嘗
美
江
、
南
働
明
、

真
樹
子
、
池
田
正
子
、
唐
本
守
、
宮
本
和
子
、
小
島
節
子
、
坂
本
英
徳
、
坂
本
山
本
光
子
、
鎌
倉
康
代
、
内
田
靖
子
、

だ
さ
い
。
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昭
和
4
4
月
8
月
1
酪
現
在
丁
芳
彦
、
小
浜
照
久
、
小
浜
幸
子
、
小
浜

で
住
民
実
態
調
査
を
行
な
い

ま
し
た
が
、
次
の
人
達
は
当

町
に
居
住
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

ｌ
日
も
早
く
転
入
届
け
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
立
屋
敷
】
坂
本
文
子
、
都
筑
千
文
、

三
尾
晴
樹
、
中
島
幸
雄
、
三
尾
満
寿
男

三
尾
幸
代
、
【
伊
佐
座
】
西
村
　
進
、

【
二
】
大
野
正
勝
、
田
仲
友
子
、
原
田

美
佐
、
小
浜
加
代
、
【
下
二
】
豊
沢
賢

明
、
江
田
田
宮
枝
、
長
尾
義
孝
、
長
尾

蘭
枝
、
山
田
青
晃
、
山
田
時
彗
山
田

優
子
、
中
村
美
恵
子
、
香
月
ト
ミ
工
、

シ
ャ
子
、
竹
原
明
子
、
竹
原
久
男
、
小

野
セ
キ
ノ
、
日
限
夏
子
、
日
限
誠
、
日

限
政
徳
、
口
隈
ま
さ
み
、
【
吉
田
三
】

江
崎
茂
、
竹
井
朝
美
、
竹
井
民
絵
、
大

庭
康
子
、
本
山
哲
雄
、
殿
畑
清
光
、
竹

口
絹
代
、
肥
後
秀
雄
、
前
川
広
行
、
加

納
里
寿
、
有
商
春
美
、
今
村
長
吉
、
熊

谷
五
平
、
三
木
事
惣
、
戸
田
登
志
子
、

梨
津
子
、
永
末
ハ
ナ
ヨ
、
古
谷
サ
カ
井
ノ
ロ
国
憲
、
水
声
マ
ス
、
【
鯉
口
区

ヨ
、
中
西
茂
逸
、
中
西
サ
キ
、
中
西
繁
】
福
岡
美
晴
、
馬
場
正
弘
、
大
陽
健
三

樹
、
本
松
正
滞
、
本
松
幸
代
、
【
机
】
　
郎
、
閑
静
策
、
関
時
子
、
関
幸
子
、
【

村
尾
和
美
、
高
野
博
子
、
小
田
宏
子
、
．
二
社
区
】
久
保
田
ツ
ル
、
頼
童
輝
子
、

小
田
尚
徳
、
古
賀
商
見
、
古
賀
智
久
、
滑
家
輝
代
、
滑
家
宣
明
、
楯
山
一
成
、

古
賀
款
久
、
古
賀
明
奈
、
山
田
千
種
楯
山
明
子
、
楯
山
晃
稔
、
植
山
田
佳
子

群
得
、
三
村
周
正
、
木
本
拾
事
、
木
本

聖
名
子
、
当
銘
勝
美
、
手
塚
辰
雄
、
伊

井
京
子
、
久
野
孝
之
、
【
梅
ノ
木
区
】

毛
利
ツ
ヤ
子
、
仁
井
ユ
キ
ノ
、
平
不
友

晴
、
平
本
バ
ツ
工
、
平
本
忍
、
登
尾
昭

音
知
、
登
尾
ミ
エ
、
登
尾
和
夫
、
山
本

ミ
チ
、
佐
藤
宏
、
山
下
義
高
、
中
井
患

二
郎
、
中
井
正
三
、
前
垣
内
三
松
、
前

垣
内
エ
キ
ュ
、
黒
木
美
子
、
黒
木
義
之
、

黒
木
春
義
、
松
海
さ
つ
き
、
松
海
登
美

翁
ｈ
漬
田
マ
キ
、
宗
竹
晴
彦
、

長
島
里
美
、
長
島
光
晴
、
糸
山
美
沙

手
、
糸
山
里
美
、
保
武
英
明
、
串
野
シ

ズ
子
、
酒
井
兼
太
郎
、
仲
谷
借
次
郎
、

山
崎
常
雄
、
山
田
和
美
、
印
真
也
、
印

須
姦
江
、
吉
永
直
親
、
富
永
俊
光
、
樫

山
カ
ヨ
、
工
藤
あ
ざ
み
、
【
三
ツ
頭
区

】
落
合
富
子
、
落
合
富
美
子
、
森
敏
則
、

森
和
江
、
甲
斐
里
司
、
甲
斐
美
佐
子
、
．

甲
斐
珊
生
、
【
高
尾
区
】
摘
野
晴
美
、

【
有
住
鉱
産
】
山
田
松
美
、
山
田
玲
子

美
、
【
古
賀
】
木
下
敏
晴
、
古
蘭
魂
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、
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鵬
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醐
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鐸
離
璃
翫
謹
発
縄
絹
詳
報
欝
醐
轡
誹
鮮
開
崩
毎

ｈ

弘
、
【
入
江
興
産
】
藤
本
龍
∵
西
田
【
立
屋
敷
】
芝
和
彦
、
芝
稔
子
、
還
＼
久
保

．
思
敏
、
昌
成
比
呂
志
、
塑
内
和
右
㌣
勘
手
川
田
善
哉
、
甘
賀
男
、
山
田
渡
、
真
砂
初
江
、
井
島
口
三
紀
男
、
水
口
里
、
吉
井
修
、
野

ミ
ツ
子
、
宮
本
国
広
、
玉
田
兼
「
玉
勝
、
【
み
ず
ほ
団
地
】
永
田
裏
、
【
枝
、
轟
内
な
は
み
、
壷
内
和
博
、
牧
正
賀
憲
、
古
賀
タ
マ
子
、
古
賀
其
由
真
弓
、
安
部
秀
雄
、
禁
政
事
、
渡
辺
田
和
江
、
村
松
千
代
江
、
藤
原
寿
造
、

田
徳
子
、
大
池
智
、
酢
崇
ツ
ミ
、
藤
伊
佐
座
】
小
林
ト
モ
、
井
村
輝
明
、
書
「
牧
幸
子
、
牧
聖
、
母
屋
サ
キ
、
美
、
古
賀
益
美
、
城
の
内
現
次
、
糎
の
登
、
末
永
久
恵
、
白
石
悦
子
、
寺
崎
教
藤
原
撃
、
藤
原
加
代
、
原
田
ヨ
シ
、

西
鳥
羽
忠
輝
、
元
永
美
和
子
、
高
橋
エ

友
永
末
嶋
内
正
志
、
米
沢
弘
美
、
早
川
好
雄
、
大
健
次
、
川
披
和
子
、
小
田
茂
夫
、
竹
野

尾
鳩
膵
摘
欄
摘
．
．
持
拍
津
撞
男
、
【
新

′
′

延
、
大
田
宮
於
、
大
田
栄
子
、
梶
山
文
事
、
中
藤
道
子
、
安
田
義
治
、
山
原
芳
野
道
子
、
石
本
明
昭
、
石
本
国
実
、
杉

明
、
【
古
賀
】
菅
根
静
香
、
荒
牧
峯
、
美
、
山
原
ト
モ
子
、
高
熊
喜
代
美
、
内
本
サ
ツ
ヨ
、
池
山
ミ
ナ
子
、
小
長
谷

嶺
山
孝
幸
、
行
正
満
山
素
子
、
山
本
登
、
山
本
由
美
、
副
島
ナ
ツ
エ
、
中
岡
勝
成
、
広
津
秀
生
、
河

子
、
佐
々
野
ト
リ
、
日
商
啓
子
、
日
商
雅
㍉
ま
す
。

守
、
和
田
チ
ト
セ
、
浜
田
千
代
子
、

田
ナ
ミ
カ
、
浜
田
富
美
子
、
園
山

基
本
台
帳
か
ら
職
権
消
除
し

難
】
聴
井
剛
、
小
田
敏
枝
、
．
伊
藤
小
凍
、
田
ミ
㌢
、
【
猪
鰍
】
卦
馨
子
、
申
ｌ
美
子
、
清
水
博
之
、
計
友
市
、
浜
軋
至
美
、
谷
口
親
行
、
飯
島
珊
生
、
藤

月
末
日
付
で
住
民
利
子
、
桝
尾
諾
、
江
崎
磨
、
【
頃
末
卦
友
、
麻
生
英
二
村
上
明
子
、
脇
子
、
田
辺
リ
カ
、
清
水
次
男
、
清
水
紀
鈴
木
猛
、
中
井
秀
夫
、
中
井
文
子
、
森

曹
軍
三
小
林
千
畳
子
、
本
節
子
、
脇
坂
愛
子
、
【
地
口
】
加
藤
六
ル
工
、
中
山
俊
木
、
那
須
弘
志
、
郡
元
明
美
、
川
野
政
博
、
蔭
山
要
子
、
水

伊豆神社先まで

クが二立ち往生することもしばし
ば。

また．子どもの姿が駐車してい
る車の陰になり、発見するのが遅

れて事故をおこした例もあり、一
部の人からは、早く駐車楽止など
の措置をとってもらいたいという
ラ雷があがっておりました。

遠賀信用金庫前～
頃末商店街どおりの町道が10月

1日から駐車禁止（終日）になり
ます。
駐車楽止区間は、遠賀借用金庫

前から、伊豆神社先までの約6百
ｍです‘。

この区間の両側は駐車が野放し

の状態であり、ノヾスや大型トラツ

時
雄
子
、
足
立
敏
行
、
宮
本
智
拾
、
【
大
輔
、
上
杉
み
よ
子
、
上
杉
ヒ
サ
子
、

吉
田
二
】
長
田
利
男
、
政
時
昭
子
、
穴
上
杉
陽
子
、
花
田
邦
秀
、
本
田
直
子
、

井
宗
男
、
前
竺
子
、
高
津
澄
子
、
小
椎
展
ツ
ヤ
子
、
椎
崖
宋
音
、
森
鴛
、
森

松
田
和
治
、
【
吉
田
三
】
山
中
悦
轟
、
和
代
、
森
智
都
世
、
加
治
屋
フ
ジ
エ
、

山
中
千
昭
、
山
中
陽
子
、
橋
本
勝
、
橋
安
部
清
子
、
弘
島
美
千
代
、
窪
田
ま
す

丸
ハ
ル
、
松
永
シ
ズ
工
。
≡
本
田
小
西
正
敏
、
三
池
節
子
、
和
田
武
彦
、
内
喜
代
子
、
矢
野
公
孝
、
矢
野
繁
忠
、
枝
、
山
下
満
、
林
八
草
、
・
宮
崎
作
太
浅
野
典
子
、
松
本
節
子
、
小
原
学
、

サ
ヨ
子
、
瀬
戸
義
信
、
川
上
利
明
、
加
原
田
ノ
ブ
子
、
尾
田
初
輿
石
飛
宜
岡
本
美
佐
子
、
鐘
井
憲
太
郎
、
鍾
井
百
郎
、
万
田
富
士
男
、
手
塚
末
光
、
手
塚
盆
手
原
み
ど
り
、
蕾
と
み
子
、
松
村

酢
蛸
禦
碍
娠
謡
が
調
整
ト
璧
錮
絹
絹
謂
㌔
鮮
Ⅷ
銅
禦
綱
㌔
棚
那
調
整
錮

学
、
島
飼
正
義
、
愛
智
邦
子
、
愛
智
其
覚
、
富
永
勝
利
、
古
野
辰
巳
、
田
中
寿
甫
ツ
ネ
、
日
高
撃
、
日
高
勝
正
、
日
辺
容
子
、
渡
辺
節
子
、
渡
辺
勝
代
、
坂
昇
、
篠
原
昭
義
、
篠
原
勝
率
篠
原
末

筆
、
阿
部
シ
マ
子
、
河
内
五
百
子
、
子
桑
原
弘
子
、
松
本
撃
、
柳
規
秀
薯
二
、
今
泉
葦
、
川
本
撃
、
川
下
紀
美
子
、
神
野
巽
、
荒
谷
撃
、
広
、
梅
林
学
、
小
出
勝
、
小
出
ユ
ミ

扁
欝
鞭
、
【
餉
謂
錮
崩
娼
抽
航
鮎
禦
肇
醜
鮮
朗
㌣
議
鷲
鰭
餉
璃
崇
賎
綱
増
整
㌔
醐

上
村
義
幸
、
田
村
真
、
藤
本
哲
誠
、
古
川
政
春
、
渡
辺
正
和
、
山
本
孝
行
、
子
、
中
村
大
書
、
中
村
桂
子
、
中
村
大
子
、
川
口
文
夫
、
山
口
カ
ズ
子
、
奥
山
又
千
恵
子
、
清
水
ち
づ
る
、
小
島
ク
エ

田
崎
侶
夫
、
田
崎
政
子
、
山
田
松
雄
、
宮
部
東
治
、
内
山
幸
子
、
松
井
千
代
志
、
松
本
昭
子
、
阿
部
国
治
、
竹
之
下
み
さ
る
、
藤
田
テ
ル
、
佐
摩
芳
子
、
佐
工
、
都
築
亀
、
都
築
ト
モ
エ
、
久
保
田

【
林
住
宅
】
小
野
泰
雄
、
秋
永
苛
、
子
、
松
井
正
治
、
梶
昔
、
徳
永
常
、
誓
、
竹
之
下
ナ
ツ
子
、
竹
之
下
輝
藤
カ
ヨ
子
、
児
玉
政
春
、
児
玉
ミ
ド
伝
次
、
平
井
英
隆
、
平
井
ツ
タ
エ
、
田

鐸
獅
画
…
朋
紺
摘
録
崇
締
彊
…
航
鵜
獅
顧
禦
鵜
獅
詭

ィ
、
久
保
田
和
子
、
大
河
フ
イ
子
、
井
「
高
木
ト
メ
ヨ
、
高
木
学
、
高
木
郎
、
山
永
安
美
、
【
二
社
区
】
松
本
穂
別
子
、
滝
白
菊
美
、
川
田
畿
雄
、
小
池
尾
区
】
田
山
撃
、
茂
永
蕪
、
渡
呈
剛

子
、
檀
市
次
郎
、
依
里
文
明
、
森
ヤ
ス
和
子
、
佐
藤
百
合
恵
、
脇
坂
義
明
、
小
和
、
有
害
昭
雄
、
有
吉
事
、
加
藤
正

工
、
山
下
弘
子
、
高
崎
務
、
村
瀬
洋
木
骨
知
津
子
、
小
木
曾
典
子
、
岩
永
敏
準
神
谷
数
敏
、
神
谷
借
子
、
神
谷
敏

子
、
佐
伯
英
治
、
増
本
伸
也
、
野
見
山
昭
、
池
田
茂
樹
、
籾
井
長
考
、
浜
家
範
子
、
神
谷
百
合
子
、
栗
原
繁
夫
、
栗
原

剛
、
馬
竺
義
、
坂
本
文
隆
、
久
原
柳
子
、
西
原
満
子
、
白
木
ち
づ
子
、
【
梅
ト
メ
子
、
栗
原
正
人
、
栗
原
忠
、
粟
原

子
、
工
藤
純
二
、
土
井
修
、
【
書
賀
区
ノ
木
区
】
古
賀
利
明
、
鈴
木
健
士
、
弓
礼
子
、
栗
原
広
、
【
高
松
区
】
尾
田

本
恵
美
子
、
春
木
栄
市
、
小
柳
和
己
、

永
淵
澄
夫
、
永
淵
清
八
、
久
野
憲
広
、

本
田
裕
一
、
鳩
田
敬
三
、
行
徳
ノ
リ
、

増
田
勝
則
、
行
徳
好
子
、
島
津
雪
子
、

島
津
艮
成
、
竹
森
花
子
、
義
原
哲
実
、

み
、
窪
田
慶
長
、
藤
村
明
広
、
丸
谷
艮
】
正
来
聖
、
井
上
ヨ
シ
子
、
下
谷
正
削
恵
子
、
雫
実
、
雫
信
行
、
雫
実
、
田
中
窒
俊
、
熊
谷
滑
、
宮
原
律

樹
、
池
上
末
男
、
池
上
守
「
安
部
哲
敏
、
下
谷
と
よ
子
、
下
谷
好
利
、
野
田
清
美
、
坂
本
利
雄
、
夷
野
節
子
、
前
田
雄
、
有
国
時
勝
、
高
ヨ
シ
子
、
篠
原

明
、
平
城
洋
子
、
森
百
合
子
、
坪
内
音
栄
美
、
野
田
美
智
子
、
野
田
啓
次
、
古
艮
登
、
見
好
正
二
西
村
正
、
渡
部
健
ひ
と
み
、
嘉
穂
、
大
田
童
ロ
、
【
商

久
江
、
竹
本
佳
代
、
西
江
智
、
西
江
節
賀
寅
丸
、
奥
山
英
雄
、
佐
藤
ト
ミ
子
、
作
、
尾
方
数
夫
、
大
川
輝
夫
、
大
川
政
住
鉱
産
】
天
野
イ
ソ
工
、
宇
津
宮
静

雄
、
小
野
芳
美
、
古
沢
藤
三
郎
、
古
沢
佐
藤
千
鶴
、
佐
藤
厚
子
、
村
崎
文
和
、
春
、
大
川
ひ
ろ
子
、
山
口
智
子
、
南
改
代
、
北
田
進



第254号　　　　　　　（2）報

楽
し
い
老
後
を

若
人
と
老
人
の
協
力
で

今
年
は
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
い
た
だ
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
か

て
、
満
5
柾
目
に
な
り
、
老
後
の
生
活
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

を
明
る
く
ゆ
た
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
す
べ
て
の
人
が
、
こ
ぞ
っ
て
協
力

し
、
平
和
な
家
庭
、
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
気
運
が
商
ま
っ
て
い
ま
す
。

1
5
日
の
敬
老
の
日
か
ら
ｎ
日
ま
で
は

老
人
福
祉
週
間
と
し
て
、
多
銃
社
会
に

つ
く
さ
れ
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、
老
人
自
身

も
時
代
と
と
も
に
生
き
る
意
欲
を
い
っ

そ
う
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
各
地
で

い
ろ
い
ろ
な
行
革
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。町

内
で
も
各
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
中

心
に
し
て
地
区
の
人
々
が
長
寿
を
お
祝

い
し
た
り
、
町
で
も
町
民
会
館
に
7
5
才

以
上
の
ど
老
人
を
お
招
き
し
、
婆
言

心
ば
か
り
の
お
酒
で
一
日
を
楽
し
ん
で

老
人
の
福
祉
の
問
題
は
、
ひ
と
り
老

人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

老
人
と
若
い
人
が
、
家
庭
、
職
場
、
地

域
社
会
で
話
し
合
い
、
お
互
い
の
立
場

も
理
解
し
、
尊
重
し
あ
っ
て
協
力
し
ま

し
ょ
う
。

家
庭
は
家
族
の
憩
い
の
場
で
あ
り
、

生
活
の
本
拠
で
あ
り
、
家
庭
を
中
心
と

し
た
、
老
人
の
福
祉
を
は
か
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

翠
甲
そ
ろ
っ
て
「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
あ
り
が
と
う
」
の
趣
旨
で
老
人

を
中
心
と
す
る
家
庭
団
ら
ん
の
ふ
ん
囲

気
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
老
人
の

健
康
を
高
め
る
た
め
の
食
生
活
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
中
で
老
人
に
役
割
り
を
与
え

る
よ
う
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
老
人
白
身
も
社
会
に
対
し
長
い

経
験
を
生
か
し
、
貢
献
す
る
こ
と
は
、

若
い
世
代
と
協
調
す
る
意
味
で
大
切
な

こ
と
で
し
ょ
う
。

老
人
自
身
の
特
技
な
ど
も
生
か
し
、

み
ん
な
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
奉
仕
活

動
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

老
人
も
若
い
人
の
気
緒
を
理
解
す
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
タ

こ
ろ
を
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
の
す
ぐ
前
す
ぐ
後
の
横
断
は
危

検
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
を
た
し
か
め
道
路
は
ま
っ
す

ぐ
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

○
各
家
庭
お
よ
び
運
転
者
の
か
た
へ

・
お
と
し
よ
り
に
信
号
の
見
か
た
、

正
し
い
横
断
の
し
か
た
を
教
え
ま
し

よ
う
。

・
視
力
聴
力
の
衰
え
た
お
と
し
よ

り
の
外
出
に
は
同
伴
者
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

・
お
と
し
よ
り
に
は
恩
わ
ぬ
行
動
に

で
る
傾
向
か
あ
り
ま
す
。
通
行
中
の

お
と
し
よ
り
を
認
め
た
ら
赤
信
号
と

思
っ
て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

㊨
ｌ
水
巻
長
寿
者
名

（
敬
称
略
）

お
と
し
よ
り
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

○
お
と
し
よ
り
へ
1

・
歩
く
と
き
は
右
は
し
を
通
り
、
信

号
機
や
鳩
断
歩
道
（
橋
）
の
あ
る
と

吉
田
　
マ
ツ
女

新
庄
　
リ
ツ
女

森
　
　
ヤ
ス
女

篠
崎
ウ
タ
ノ
女

古
川
　
ウ
キ
女

永
沼
マ
サ
ノ
女

小
田
ユ
キ
ノ
女

中
島
　
徳
蔵
男

友
野
　
キ
ク
女

別
田
マ
ツ
ヨ
女

9
4
才
　
下
　
二
岡
本
　
サ
阜
女

9
3
才
　
古
賀
大
根
キ
ヨ
ノ
女

9
2
才
　
机
社
宅
土
屋
　
ト
メ
女

9
1
才
　
宮
田
三
美
浦
　
ツ
ル
女

9
1
才
　
古
　
賀
渡
辺
　
マ
ス
女

9
1
才
　
伊
佐
座
小
林
シ
ゲ
ノ
女

9
0
才
　
机
　
衡
藤
エ
シ
ユ
女

9

0

才

頃

未

安

部

エ

ン

女 8
9
才

8
9
才

8
9
才

8
8
才

猪
　
熊

吉
田
三

新
生
街

古
　
賀

12

3

4

ュ234ュ

無
縁
基
地
改
葬
の

お
知
ら
　
せ

墓
地
の
名
称
　
閃
光
庵
基
地

裏
地
の
所
在
地
　
山
口
県
阿
武
郡

田
万
川
町
大
字
江
崎
6
百
9
2
番
地

届
出
先
　
山
口
県
阿
武
郡
田
万
川

町
大
字
下
田
万
　
田
万
川
町
役
場

届
出
期
間
　
昭
和
4
4
年
1
0
月
1
0
日 間

6
千
6
百
8
3
の
2
　
中
間
市
役
所

市
民
課
衛
生
係

4
　
届
出
期
間
　
昭
和
4
4
鋸
ュ
0
月
3
1
日

基
地
の
名
称
　
上
大
野
町
小
山
墓

地
墓
地
の
所
在
地
　
姫
路
市
上
野
町

字
小
山
6
百
7
番
地

届
出
先
　
姫
路
市
大
野
町
2
百
7
7

番
地
　
上
大
野
自
治
会
長
松
尾
秀
雄

届
出
期
日
　
昭
和
4
4
年
9
月
3
0
日 1

　
墓
地
の
名
称
　
成
道
寺
基
地

2
　
墓
地
の
所
在
地
　
福
岡
市
唐
人
町

1
丁
目
百
8
9
　
成
道
寺
境
内

3
　
届
出
先
　
福
岡
市
唐
人
町
1
丁
目

8
の
3
5
　
成
遭
寺

4
　
届
出
期
日
　
昭
和
4
4
年
1
1
月
3
0
日

1
　
墓
地
の
所
在
地
　
福
岡
県
八
女
郡

立
花
町
大
字
山
崎
字
5
百
7
3
番
地

2
　
届
出
先
　
福
岡
県
八
女
郡
立
花
町

大
字
原
島
9
5
の
1
　
飛
形
土
地
改
艮

区
理
事
最
　
小
塩
一

3
　
届
出
期
間
　
昭
和
4
4
年
1
0
月
1
0
日

＼
7
号
・
．
キ
ノ
1
1
′
．
ヤ
ー
、
ヽ
′
寸
・
寸
　
も
′
も
　
、
1
－
　
＼

基
地
の
名
称
中
間
市
有
阿
珊
陀

8
8
才
　
猪
　
熊

8
8
才
　
伊
佐
座

8
8
才
　
吉
田
三

8
8
才
　
頃
　
未

両
基
地

2
　
墓
地
の
場
所
　
福
岡
県
中
間
市
大

字
中
間
字
阿
珊
陀
面
3
千
7
百
2
9
の

2
、
3
千
7
百
2
5
の
2
、
3
千
7
百

2
3
番
地

3
　
届
出
先
　
福
岡
畢
甲
闇
市
大
字
中

1
　
基
地
の
所
在
地
　
蔵
知
市
一
宮
字

堂
林
4
千
8
百
1
番
2

2
　
墓
地
の
名
称
　
高
知
市
一
宮
字
堂

林
墓
地

3
　
届
出
期
限
　
昭
和
4
4
征
1
0
月
1
0
日

4
　
届
出
先
　
高
種
市
措
鹿
町
6
番
地

島
本
茂
太
郎

8
9
才
　
樋
　
口

8
9
才
　
君
田
二

浅
川
炭
鉱
閉
山
公
示

鉱
害
賠
償
請
求
権
者
は

1
0
月
3
1
日
ま
で
に
申
し
出
を

日

通
行月

Ｐ
楓7

年昭和44

業
を
廃
止
し
、
当
該
採
掘
権
の
放
棄
に

よ
る
消
滅
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
当
事
業
団
は
当
該
廃
止
事
業
者
に

対
し
、
石
炭
鉱
山
整
理
促
進
交
付
金
を

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
浅
川
炭
鉱
に
係
る

採
掘
権
（
福
炭
登
第
2
千
5
百
8
5
・
2

千
5
百
8
9
・
2
千
6
日
7
6
・
2
千
6
甫

7
8
号
）
の
鉱
区
に
関
す
る
鉱
害
に
つ
い

て
賠
償
請
求
権
を
有
す
る
方
は
、
つ
ぎ

の
事
項
を
記
戦
し
た
申
出
杏
2
通
（
正

こ
の
た
び
、
浅
川
炭
鉱
（
北
九
州
市
副
各
1
通
）
を
当
郡
業
団
九
州
支
部
　
の
程
度
な
ら
び
に
発
生
の
場
所
お
よ

若
松
区
大
字
浅
川
3
百
芸
地
）
は
石
（
福
間
市
博
多
駅
東
3
丁
目
3
番
3
号
）
　
び
時
期

炭
鉱
其
合
理
化
臨
時
措
置
法
に
基
き
鉱
あ
て
、
配
達
証
明
の
取
扱
い
と
し
た
舞
5
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

遠
郵
便
物
に
よ
。
、
昭
和
4
4
語
月
　
以
上
、
石
炭
鉱
業
合
琵
臨
時
措
置

苦
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
に
控
出
し
法
第
割
条
の
2
の
規
定
に
よ
り
こ
こ
に

州
文
部
お
よ
び
、
水
雷
役
場
産
業
あ
っ
せ
ん
ア
解
決
す
る
「
巡
回
行
政
相

課
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
　
談
賢
が
開
か
れ
ま
す
。

2
問
い
合
わ
せ
先
役
場
産
業
株
　
相
談
に
は
完
州
行
政
墓
局
、
お

⑳
0
6
3
1
　
よ
び
地
区
行
政
相
談
員
が
あ
た
り
ま

び
住
所
。

2
　
当
該
鉱
害
に
係
る
採
掘
権
ま
た
は

租
鉱
梅
の
登
録
番
号

3
　
賠
償
義
務
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称

4
　
被
害
物
件
の
名
称
、
範
輿
被
害

こ
れ
を
公
示
し
ま
す
。

昭
和
4
4
伍
9
月
1
日

石
炭
鉱
業
合
理
化
事
業
団
九
州

支
討
長
　
官
森
芳
男

1
　
申
出
啓
の
用
紙
は
、
当
事
業
団
九

役
所
へ
の
苦
情
、
不
満
を
聞
き
、
．

役
所
へ
の
不
満
解
決
に

巡
回
行
政
相
談
へ

小
学
校
入
学

予
定
者
の
保
護
者
へ

昭
和
4
5
年
小
学
校
に
入
学
す
る
予
定

者
（
紋
当
者
昭
和
3
8
年
4
月
2
日
～
昭

和
3
9
年
4
月
1
日
生
れ
）
の
調
査
を
、

丁
月
1
日
現
在
で
行
な
い
ま
し
た
が
1

1
0
月
1
4
日
　
町
民
会
館

調
査
洩
れ
の
人
が
多
い
よ
う
で
す
の

て
下
さ
い
。
（
印
鋸
証
明
添
付
の
こ
と

）
な
お
、
昭
和
4
4
征
1
0
月
3
1
日
ま
で
に

申
告
書
を
提
出
し
な
い
場
合
に
は
、
石

炭
鉱
山
無
理
促
進
交
付
金
の
う
ち
か
ら

そ
の
鉱
害
賠
償
債
務
の
弁
済
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
て
下

さ
い
。

己号
Ｕ

ｌ
　
そ
の
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ

〝
赤
い
羽
根
運
動
に
ご
協
力
を
″

1

0

月

1

日

～

1

0

月

3

1

日

す
。
相
談
は
無
料
で
行
な
わ
れ
、
個
人

○
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
も
ら
え
な
い

○
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

○
納
得
で
き
な
い

○
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

○
こ
う
し
て
ほ
し
い

な
ど
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
い

手
続
き
を
さ
れ
て
な
い
人
は
、
つ

の
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

開
設
日
　
1
0
月
1
4
日
（
火
）

時
　
間
　
9
時
～
1
6
時
ま
で

献血は

′聖子豊富ント
10月3日は水巻町の献血Ｈ

城戸斤　町民会館
時間10時より17時まで

国
民
た
す
け
あ
い
タ
赤
い
羽
根
共
同

募
金
連
動
″
は
、
今
任
で
2
3
周
蛙
を
迎

え
ま
す
。

世
の
中
の
不
幸
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
し
あ
わ
せ
で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
こ

と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
あ
り
、
ま

た
、
共
同
の
つ
と
め
で
も
あ
り
ま
し
ょ

う
。社

会
福
祉
に
つ
い
て
の
み
な
さ
ん
の

ど
理
解
を
得
、
た
す
け
あ
い
の
精
神

で
、
進
ん
で
出
し
あ
っ
て
い
た
だ
く
寄

付
金
を
藩
の
社
会
福
祉
革
業
に
計
画

的
に
配
告
ご
れ
を
通
じ
て
社
会
保

障
を
向
上
さ
せ
、
推
進
し
よ
う
と
い
う

す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

こ
の
赤
い
羽
根
に
よ
る
募
金
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
子
ど
も
の
遂
び
場
・
老
人
ク
ラ
ブ
、

心
配
ご
と
相
談
所
ほ
か

1
0
億
6
千
6
百
6
6
万
円

㊥
養
護
施
設
・
身
体
障
盤
署
の
施
設
な

ど

　

　

　

　

9

億

9

千

2

百

3

1

万

円

④
生
活
の
苦
し
い
人
び
と
の
た
め
の
援

助
や
見
舞
　
1
1
億
7
千
2
百
4
万
円

④
各
種
社
会
福
祉
事
業
に

1
億
3
千
5
百
6
0
万
円

の
が
タ
赤
い
羽
根
運
動
畝
の
目
的
欝
場
所
町
民
会
館
大
広
間

1

　

0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

一

、

－

ｒ

ｌ

、

ノ

一

一

一

．

ト

ー

ｔ

ヽ

ノ

、

Ｊ

一

．

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

ろ
い
ろ
な
不
満
、
苦
情
を
気
軽
に
申
し

で
て
く
だ
さ
い
。

役
所
に
対
す
る
あ
な
た
の
不
満
の
解

決
に
1
0
月
ュ
4
日
の
「
巡
回
行
政
相
談
所
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

議
長
さ
ん
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
あ
り
が
と
う

議
長
さ
ん
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
有
難
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
連
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
楽
し
く
見
て
お
り
ま

す
。
と
9
月
3
日
、
町
母
子
寮
の
子
ど

も
会
か
ら
入
江
誠
氏
（
頃
末
）
に
お
礼

の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
外
に
入
江
議
長
は
、
中
間
市
に

あ
る
老
人
ホ
ー
ム
静
光
園
に
も
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
（
⑳
0
4
0
3
）
で
1
1
月
6
日

ま
で
に
手
鏡
卓
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
護
者
氏
名
、
住
所
、
世
帯
番
号

入
学
予
定
者
氏
名
、
生
年
月
日
。

な
お
、
身
体
検
査
は
1
1
月
中
旬
に
行

な
う
予
定
で
、
日
時
は
個
人
宛
に
通
知

し
ま
す
。

〝
巡
回
交
通
相
談
所
〟

1

0

月

2

8

日

増
加
す
る
交
通
事
故
に
便
乗
し
て
、

悪
質
な
示
談
塵
が
横
行
し
て
い
ま
す

が
、
こ
ん
ど
県
で
は
「
巡
回
交
通
事
故

相
談
所
」
を
設
け
て
、
こ
の
よ
う
な
示

談
屋
を
し
め
だ
し
、
交
通
事
故
に
あ
っ

た
人
で
、
相
手
方
が
治
療
封
も
だ
し
て

く
れ
な
い
、
誠
意
が
な
い
、
示
淡
の
方

法
や
、
賠
償
額
の
請
求
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
だ
う
っ
か
と
い
う
よ
う
な
人
の

為
に
、
相
談
所
を
次
の
と
お
り
設
け
ま

し
た
。事

故
に
あ
わ
れ
た
人
、
家
族
の
方
は

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

己一
一
コ
Ｕ

ｌ
場
所
遠
賀
町
役
場
金
線
重

々
日
時
1
0
月
28
日
（
火
）

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で

〝
町
体
育
の
日
″

1
0
月
1

2
日

国
民
の
祝
日
「
体
育
の
目
」
を
中
心

に
町
民
の
体
位
向
上
と
社
会
体
育
の
振

興
を
は
か
り
、
健
全
で
ゆ
た
か
な
社
会

の
建
設
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
水
巻
町
公
民
館
、
水
巻
町
体
育
協

会
合
同
主
催
の
「
町
体
育
の
日
」
の
行

革
が
次
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

1
期
口
4
4
年
1
0
月
ュ
2
日
（
日
）

2
競
技
種
目
他

開始時刻

年前10　時
午前9時30分
午前9時30分
年前10　時
午前10　時
午前10　時

変更します）

韻技稀「ｌ

バレーボール

卓球競技
軟式庭球競技
柔道競技
剣　道競技
弓　道∴兢技

会　　　　　　場

水巻中　グラ　ンド
町民会館ホ　ール

日炭技噂テニスコート
水　巻　中　体育館

ク

水ｒ巻　弓　道　場

（雨天の場合会場を

3
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局
（
⑳
0
4

0
3
）

4
申
込
〆
切
　
1
0
月
9
日
（
木
）

午
後
5
時
ま
で

行
政
書
士
試
験

昭
和
4
4
母
度
福
間
県
行
政
寮
士
試
験

が
1
1
月
7
日
、
福
岡
県
町
村
自
治
会
館

で
行
な
わ
れ
ま
す
。

①
問
い
合
わ
せ
先
。
詐
し
く
は
県
庁
内

総
務
部
地
方
課
（
福
岡
7
5
局
1
7
1

6
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

求

人

案

内

①
求
人
先
　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
メ
タ
ル

⑧
勤
務
先
．
水
巻
町
大
字
頃
末

⑨
募
集
人
見
　
若
干
名
（
2
5
才
ま
で
の

男
子
）

④
問
い
合
わ
せ
先
、
許
し
く
は
オ
リ
エ

ン
タ
ル
メ
タ
ル
（
⑳
2
8
3
1
）
に

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
い

主
任
者
試
験

①
甲
、
乙
種
仝
類

⑨
期
日
　
昭
和
4
4
年
1
0
月
2
6
日

⑧
受
験
案
内
の
問
い
合
わ
せ
は
町
消
防

本
部
（
⑳
3
0
0
1
）
へ

Ｉ．　・ピ
ー　．’・．∴「　　こ．＿
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与
・
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1
㌧
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1
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じ
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